
 

（第２号様式）   
令和５年４月 25日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立秦野曽屋高等学校長  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 日実施） 

総合評価（３月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①研究開発に取り
組んだ成果を地域
の高校へ普及す
る。 
②学力の充実を目
指し、バランスの
取れた教育課程を
編成する。 
③英語教育の推進
により、生徒の英
語力の向上を図
る。 
④主体的に学ぶ意
欲を高め、探究活
動を充実させる授
業改善に取り組
む。 

①授業力向上推
進 重 点 校 と し
て、「主体的な
学び」に焦点を
当てて研究を進
め、その成果を
他 校 に 発 信 す
る。 
②指導と評価の
一体化を図る。 
③英語教育のさ
らなる充実を図
り、英語４技能
をバランス良く
向上させる。 
④生徒が主体的
に学ぶように、
学習や課題研究
の方法といった
「道しるべ」を
示す。 

①「主体的な学び」
の実現に向けた授業
スタイルや評価方法
を研究する。②「主
体的に学習に取り組
む態度」と他２観点
との整合性がある評
価方法を確立する。 
③英検２級取得を卒
業までの目標とし、
４技能定着に向けた
教科指導法について
研究を進める。④総
合的な探究の時間
で、「仮説→実証→
考察」までの探究活
動の骨組みを全学年
で共有する。④キャ
リアパスポートの電
子データ化を進め
る。④１人１台端末
を活用した授業や家
庭学習のより効果的
な活用方法について
研究を進めていく。 

①「魅力と特色
づくりのアンケー
ト」の該当項目の
肯定的回答(A-4)
が90％以上である
か。 
②「努力してい
るのに学力が身に
付いていない」ま
たはその逆の評価
がないか。 
③英検２級合格
者が10人以上であ
るか。 
④総合的な探究
の時間で、「仮説
→実証→考察」ま
での探究活動の骨
組みが全学年で共
有されているか。 
④全学年でキャ
リアパスポートの
電子化を進めた
か。 
④公開研究授業
において、１人１
台端末を活用した
取組みを実施した
か。 

     

２ 

(幼児・児
童・) 
生徒指導・
支援 

①礼節を重んじ規
範意識を高める。 
②教育相談体制を
充実させ、生徒一
人ひとりに対しき
め細かな支援を行
う。 
③生徒会、委員会
活動、部活動を通
して責任感や連帯
感の涵養を図り、
自己肯定感を育
む。 

①挨拶の励行を
通して、地域か
ら愛され、気持
ちよく通える学
校を目指す。 
②必要に応じて
専門家や外部関
係機関と連携し
て、課題を抱え
る生徒の支援に
当たる。 
③学校行事を通
して生徒に達成
感を与え、自己
肯 定 感 を 高 め
る。特に、１年
生については、
日常の声掛け等
を通して状況を
把握し、きめ細
かい支援に当た
る。 

①朝のホームルーム
等教育活動の様々な
場面で、挨拶するこ
とがなぜ良いかとい
ったことを伝えてい
く。②SC・SSW の各
校配置を効果的に活
用し、課題の早期発
見・早期対応に努め
る。③学校行事を可
能な限り再開してい
く。その際、単純に
コロナ前の形態に戻
すのではなく、生徒
による動画の作成・
上映など、コロナ禍
で進化した取組みも
継続していく。③１
年の担任等と連携
し、新入生が何を期
待して入学したのか
などを把握してリア
リティショックを和
らげる方策を考え

①「学校の近隣
で挨拶しようとし
ている」生徒の割
合が５割程度であ
るか。 
②課題を抱える
生徒に対して効果
的な支援ができた
か。 
③学校行事等を
通して、コミュニ
ケーション能力を
高め、主体的・積
極的に活動できた
か、また生徒の自
主性を育成するこ
とができたか。 
③自己肯定感を
10段階で点数化し
た値が減少してい
ないか。 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 日実施） 
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具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

る。 

３ 
進路指導・
支援 

①キャリア教育を
充実させ、社会で
より良く生きるた
めの諸能力を育成
する。 
②「行きたい」上
級学校への進路実
現のため、進路ガ
イダンスの充実を
図る。 

①「行きたいと
ころに行く」進
路を実現するた
めに、総合的な
探究の時間の活
用や外部関係機
関との連携によ
って、生徒に将
来像をイメージ
させる。 
②キャリアパス
ポートを活用し
て、これまでの
成果を振り返り
る。 

①総合的な探究の時
間、地域や関係諸機
関との連携などを通
して、３年間を見通
した進路指導計画を
作成させて、生徒の
進路支援に当たる。 
②生徒一人ひとりが
管理できるようにキ
ャリアパスポートの
電子データ化を進め
る。 
②外部機関と連携し
たインターンシップ
を実施し、生徒自身
のキャリアプランニ
ング能力を高める。 

①「魅力と特色
づくりのアンケー
ト」の該当項目
(B-9)の肯定的回
答が90％以上であ
るか。 
②全学年でキャ
リアパスポートの
電子化を進めた
か。 
②「魅力と特色
づくりのアンケー
ト」の該当項目
(B-9)の肯定的回
答が80％以上であ
るか。 
 

     

４ 
地域等との
協働 

①コミュニティ・
スクールとして地
域に開かれ、地域
とともにある学校
づくりを目指す。 
②ボランティア・
バンクの充実を図
り、地域と連携し
た活動を推進す
る。 
③地域のソーシャ
ル・キャピタルを
積極的に活用す
る。 

①学校運営協議
会の委員と協議
して、より魅力
的な「曽屋高」
をつくり上げて
いく。 
②③地域のボラ
ンティア活動に
積極的参加する
ことで、生徒の
自己肯定感を高
めるとともに、
職業観も醸成す
る。 
③生徒の主体的
な学びを充実さ
せるために、曽
屋塾の講座を増
設する。 

①HP の更新を迅速
に行う。また、生
徒が作成した動画
をより多く掲載
し、本校の「あり
のままの姿」を広
く発信していく。 
②ボランティアバン
クに加えて、Google 
Classroom でもボラ
ンティア募集につい
て周知する。 
③夏季福祉体験につ
いて受け入れ団体と
の連絡を密にして、
安全な活動を通して
生徒の職業観を醸成
する。 
③ 曽 屋 塾 に お い
て、生徒が要望する
数学の講座を開設
し、幅広く、チャレ
ンジ精神の旺盛な人
材を育成していく。 

①魅力的なHP動
画を制作できた
か。HPのこまめな
更新ができたか。 
②生徒会や部活
動が、学校の代表
として、地域で有
意義な活動ができ
たか。 
③夏季福祉体験
を通して有意義な
活動ができたか。 
③曽屋塾の塾生
が、他の生徒に好
影響を与えるよう
な存在であった
か。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①防災体制を確立
するとともに、生
徒の防災意識を高
める。 
②学校内の教育環
境をより一層整備
する。 

① 全 て の 生 徒
が、通学途中や
学校での活動中
に災害に遭った
際の行動につい
て考える機会を
設ける。 
②清掃活動を通
して地域に貢献
し、生徒の自己
肯 定 感 を 高 め
る。また、ＰＴ
Ａともさらに連
携していく。 

①年３回以上の防
災訓練を行い、生
徒と職員の防災意
識を高めていく。
また、DIG 訓練を
通して地域との連
携を踏まえた防災
教育を行ってい
く。②ふれあい美
化清掃を通して、
ＰＴＡとの連携を
深めていく。 
②地域貢献活動、
美化委員の活動や
通常の清掃活動を
通して校内の教育
環境の美化を進め
ていく。 

①避難訓練やDIG
訓練が効果的に実
施できたか。 
②これまで以上
に校内の美化が図
れたか。 

     

 


